
武田の杜価値向上構想の素案

観光資源としての
ポテンシャル発揮

重点視点１

来園者誘客戦略の
強化

重点視点３

自然に配慮した
維持管理

重点視点５

相互補完の視点による
地域連携

重点視点４

特別な体験を通じた
差別化

重点視点２

 ⼥性を意識した施設整備
 多言語対応
 ⼭梨をイメージさせる伝統産
業、文化、食文化の展示

 特徴である眺望と森の癒やし
の価値向上

 展望テラスの整備
 眺望を確保する伐採徹底
 自然体験プログラムの強化

 スマホ対応HP改修、SNSを
活用したPR

 首都圏へのPR強化
 アクセスルート整備

 湯村温泉、昇仙峡と連動し
たツアー企画

 森林セラピーと温泉の連携プ
ログラムの充実

 MTBエリアの活用

 遊歩道・案内板整備（県産
材活用）
 ⽼朽化への計画的対応
 ヒル対策の研究・実施（デッ
キ整備）

５つの重点視点に基づいた取り組みの推進

森と共に創る未来
〜特別な癒やしと体験を、武田の杜で〜

ハード⾯︓展望テラスなど必要な整備の実施
ソフト⾯︓各種PRの強化と周辺観光資源との連携

甲府市北部の観光ス
ポットとして新たな⼈流を
生む

湯村温泉宿泊客向け夜景
ツアーなど、武田の杜だけ
のサービス提案

癒やしを求める人々が県
内外から森を訪れる契機
となる

利用状況等に応じ、飲食
など段階的に新たなサー
ビスの導入へ


